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はじめに

　私は、教職６年目のとき、大阪教育大学附属池田小学校へ異動しま
した。そして、新年度が始まった２週間後、研究部の会議で１年間取
り組む個人研究テーマを決めるよう伝えられました。
　それまでの私は、自分で決めたテーマで何かを研究するということ
に取り組んだことがなく、研究というのは学校で行うもの、決められ
たテーマに取り組むものとばかり考えていました。「自分で研究を進
める」という思考が全くありませんでした。
　周りの先生に相談し、悩んだ結果、附属小学校へ行くきっかけと
なった「もっと子どもの考えを引き出す板書がしたい」という思いか
ら、「構造的板書が子どもの学び方にどう影響するか」という研究テー
マで１年間実践していくことにしました。

　１年生を担任することになった私は、その年に７本の研究授業を行
いました。大阪教育大学教授の住田勝先生のご指導を受けながら、同
じ国語部の先輩たちとともに毎月教材研究に励み、何度も指導案を練
り直しながら日々の授業づくりを行いました。
　子どもに気づきを与え、思考を活性化させる板書とはどのようなも
のかを繰り返し考えるうちに、少しずつ私の中で大切なことが分かっ
てくるような感覚がありました。
　黒板はただの板

いた
書
が
きではないこと、子どもの思考の過程と深まりが

表れなければ、子どもの学び方は変わらないことに気づいていきまし
た。そして、板書を構造化するためには、子どもの様子を想像しなが
ら教材研究をすることが重要であることに気づきました。
　この１年間は、私にとって忘れられない１年になりました。少しず
つ子どもたちの考えを整理し、意図した気づきを与える板書をつくれ
るようになってくると、板書した内容を見ながら生き生きと発言した
り、比べたり、つなげたりしながら仲間と学び合う子どもたちの姿に
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出会えたのです。

　さらに、子どもたちは、私が板書を整理するために使うナンバリン
グや箇条書き、吹き出しなどのテクニックや、シンキングツールなど
の思考方法を積極的に自分たちのノートや話し合いの場で使うように
なりました。
　いつの間にか、思考を可視化する手段を子どもたちが身につけてい
ることに大変驚きました。
　板書は、授業者と子どもをつなぐ場であるとともに、子どもと子ど
も、子どもと教材をつなぐ場でもあるということ、そして板書を構造
化することは、子どもたちの学び方を多様にするということを実感し
ました。

　本書は、私が個人研究テーマとして今日まで８年間取り組んできた
構造的板書の実践をくわしく紹介する１冊となっています。
　第１章では、板書の定義から板書の字が見やすくなる技まで、第２
章では、板書を構造化する３つのポイントの紹介、そして第３章で
は、授業時間の全板書を公開するとともに、子どもたちの実際のノー
トも掲載しているので、板書と子どもたちの思考の流れがよく分かる
内容となっています。
　実際に受け持っている子どもたちの姿を想像しながら、何に気づか
せたいか、どのように学んでほしいかを考えて授業づくりに役立てて
もらえると嬉しいです。
　巻末には、私のこだわりがつまった学習指導案も掲載しています。
少しでも読者のみなさんのお役に立てれば幸いです。

　2021年９月吉日
 樋口 綾香
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板書の意義とは？

　私たちは、毎日当たり前のように板書をします。そもそも板書は何
のためにするのでしょうか。私は、以下３つを保証するために行って
います。

子どもの学習活動を支えるもの

❶ 学習課題の把握（何を学ぶか）
❷ 思考表現の場（どのように学ぶか）
❸ 学習内容の理解（何ができるようになるか）

　板書によって、教室で学ぶ多様な子どもたちが少しでも学びやすい
環境にすることができるだけでなく、より効果的な指導もできるよう
になります。

子どもと教材をつなぐ板書！

　板書そのものは、国語教室における重要な機能と役割をもつことか
ら、これまでにも多くの研究が行われてきました。
　その研究の過程で、国語教育における学習・指導のあり方と板書は
密接に関わり合っていることも明らかになり、板書の内容とその質

板書は授業者と
子どもをつなぐ場！

1
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は、学習・指導のありようや子どもの姿を反映するものとして見られ
るようになりました。
　板書は、ただの板

いた
書
が
きではなく、授業者と子どもをつなぐ場である

とともに、子どもと教材をつなぐ場でもあります。
　そのつながりが、より豊かに、より深く思考を巡らす場所になるこ
とをめざして板書を研究していると、一冊の本に出会いました。
　それは、『国語科板書事項の精選と構造化（双書板書研究１）』（井
上弘監修／明治図書出版）という本です。
　この本は1971年に出版され、学校という場所に黒板が導入されて
から、どのように板書が発展してきたかという歴史だけでなく、板書
の構造化についても詳しく書かれていました。
　心に残ったのは、授業者は、指導事項だけでなく教材そのものも構
造化して捉え、それを板書に生かすという方法です。
　そうすることで、板書は、学習指導上の一つの手段であり、技術と
なります。

 板書で子どもが学びやすい環境をつくることができる！
 板書は授業者と子ども、子どもと教材をつなぐ！

板書は授業者と子ども、子どもと教材をつないでいる！
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ポイント②「整理する」

　教材をある観点で整理することで、気づきを与え、思考を促す方法
です。観点は、教材研究をするときの観点が有効です。
〈物語文の場合〉
・構造（現実→非現実→現実／現在→過去→現在など）
・場面展開（冒頭→事件の起こり→事件の変化→事件の解決→結末）
・設定（時・場所・登場人物）
・人物の役割（中心人物・対人物・脇役）
・人物の心情（人物像・見方・考え方・人物関係）
・地の文と会話文
・表現の工夫（情景描写・色彩語・比喩・オノマトペなど）
・題名　・挿絵　・変容　・主題　・キーアイテム
〈説明文の場合〉
・段落構成（序論→本論→結論）
・問いと答え
・表現の工夫（接続語・問いかけ・呼びかけなど）
・要点、要約、要旨
・事例　・資料

教材を整理することで、子どもの気づきを引き出せる！
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ポイント③「比較する」

　比較することで、気づきを与え、思考を深めます。
　比較も、教材研究をするときの観点で教材を構造化し、子どもをよ
り深い読みへと誘います。
　たとえば、物語文なら、Ａには冒頭場面の中心人物の様子、Ｂには
結末場面の中心人物の様子を当てはめます。中央の重なりには、中心
人物が変容するきっかけとなる事件を書くと、物語全体が俯瞰できます。
　場面を比較する以外にも、同じような構図の挿絵、同じセリフ、似
ている出来事などの比較にも有効です。
　物語文は、随所に「繰り返し」が散りばめられています。「この表
現は前にも出てきた」「似ている場面があった」と気づきながら読む
ことで、その変化や違いに隠された重要な点に気づくことができ、読
みは深くなるのです。
　しかし、子どもたちは、この小さな変化や違いを読み落としてしま
いがちです。
　比較の構造的板書を取り入れることで、情報と情報の相違点や共通
点を主体的に見つけられるだけでなく、「なぜ違いがあるのか」「なぜ
変わったのか」と問えば、発問によってさらに思考が深まります。

比較することで、子どもの思考が深まる！
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「ベン図」を用いた授業「ごんぎつね」

　ベン図は、２つの対象の共通点や相違点を考えるときに、使いやす
いシンキングツールです。物語文の授業ではさらに「時」という軸を
プラスして使うことで、２つの関連性をより多角的・多面的に捉える
ことができます。出来事の前後の様子や人物の冒頭と結末の様子な
ど、さまざまな場面で応用することができるでしょう。

〈４年生教材「ごんぎつね」５時間目の授業〉
①題名・作者・めあてを書き、全員でめあてを音読する。

②「『事件』って何だったかな？」と問う。
　「事件」という国語用語の意味を確かめる意図と「ごんぎつね」の
事件を意識させる意図があります。国語用語は何度も繰り返し学ぶこ
とで、意味が確かなものになり、使える言葉へと変わっていきます。

③ごんの気持ちを読み取るためには何に着目すればよいかを考える。
　めあてにある課題を解決するために、何を手がかりにすればよい
か、全員に見通しと方略をもたせます。ここでは、ごんの気持ちを読
み取るために、「情景描写」と「行動描写」に着目することを確認し、
それらをベン図の観点にしました。

実践例
「出来事ベン図」
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④ベン図を書き、中央に「うなぎぬすみ事件」と書く。
　ベン図は、後で子どもから出た意見を書きやすいように、コンパス
を使って丁寧に描きます。上下二層に分け、上段には「情景・行動」、
下段には上段から読み取れる「気持ち」を書けるように観点を書きます。

⑤「１・２場面を読んで、読み取ったことをベン図に書き込みましょ
う」と伝える。

　活動は、まず一人でやってみます。それぞれで音読し、ごんの気持
ちが表れている文章にサイドラインを引きます。サイドラインの箇所
を短くまとめながら、ベン図に書き込んでいきます。
　数分経ったところでグループやペア学習を取り入れます。ペア・グ
ループ学習では、書いたことを伝え合い、自分のノートにない意見
は、考えを聞き合いながら書き足します。そうすると、自分の考えが
深まっていきます。机間指導をしながら、「情景描写」に着目してい
る子どもをどんどん取り上げていきます。子どもは「情景描写」とい
う用語をまだ学んだばかりです。使うことに慣れていない、見つける
ことに慣れていない子どもがたくさんいると考えられます。
　「この文章も情景描写だね」「その情景から、どんな気持ちが読み取
れる？」と声かけをしていきます。目線は、子ども一人ひとり、声か
けは全体に向けると、ほかの子どもにも見つける手立てとなります。

 教材：「ごんぎつね」（『国語四下』光村図書、令和２年度版）
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